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１．序論 

新型コロナウイルス感染症の影響により，我が国

における現在の観光客数は感染症の流行前と比較し

て減少している．しかし，感染症流行前の観光客数

は年々増加傾向にあったことから，感染症の影響が

減少した後は，感染症流行前と同様に観光客数は増

加すると考えられる．観光庁は「持続可能な観光先

進国に向けて」（2019）の中で，特定の観光地におい

て混雑やマナーの悪化などのオーバーツーリズムに

関連する課題が発生していることを指摘している．

オーバーツーリズムとは，観光地で生活する地域住

民や，環境，訪問する観光客に与える悪影響のこと

を指す．また，観光庁はオーバーツーリズムの発生

を未然に防ぐ取組を含めた持続可能な観光の実現に

向けた取組を進めていくと述べている．権（2018）

は観光公害をオーバーツーリズムと同義であるとし，

これが有名観光地を中心に広まっており，この根本

的な問題発生の原因は大量の観光客の訪問によるも

のであると指摘している．したがって，我が国にお

いて，大量の観光客の流入に伴って発生するオーバ

ーツーリズムに対する危機感や関心が高まっている

と言える． 

このような状況下においてオーバーツーリズムの

対応策が議論されるようになり，崔（2020）はオー

バーツーリズムの対応策の 1 つとして観光客の分散

の誘導をあげている．観光庁（2019）は観光地にお

ける混雑に対して，混雑状況を視認可能な形で観光

客に提供することで需要を分散させることを期待し

ている． 

以上の背景を踏まえ，本研究では観光客の分散型

旅行を促すために，GIS を活用して混雑状況を視認

可能な形で利用者に提供する機能と，推薦システム

を活用して利用者の分散を誘導する機能を持つ観光

支援システムの構築を目的とする．分散型旅行とは，

GISと推薦システムを活用した利用者の分散型旅行を促す観光支援システム 
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時間や場所を分散した観光形態を指す言葉で，2020

年 12 月に観光庁より提唱された．分散型旅行は感

染症拡大防止の目的で提唱されたが，観光の時間的・

空間的な分散が可能であるため，観光地の混雑を緩

和するためにも効果的な旅行形態である． 

 

２．関連分野における先行研究と本研究との位置

づけ 

関連分野における先行研究は，（1）観光客の分散

に関する研究，（2）GIS を用いた観光支援システム

に関する研究，（3）推薦システムを用いた観光支援

システムに関する研究の 3 つに分類される．（1）に

関して，馬（2019）は観光の個人化，分散化の実現

に向けた利用者生成コンテンツ（User-Generated 

Contents: UGC）の分析手法や利活用技術について述

べた．川井ら（2018）は Twitter 上の Swarm を用い

たチェックインツイートを収集し，これらに付加さ

れた位置情報を活用して，利用者が指定した地域・

時間帯における混雑度を予測し，可視化するシステ

ムを提案した． 

（2）に関して，倉田ら（2015）は写真共有サイト

の投稿データを活用し，観光地の見所を数値化した

観光ポテンシャルを推定して地図上に可視化した観

光ポテンシャルマップを作成し，応用方法について

論じた．（3）に関して，上原ら（2012）は Web 上に

混在する観光情報を活用し，観光地間の類似度から

観光地を推薦する観光地推薦システムを構築した．

住友ら（2020）は口コミ情報に含まれる感情語に基

づく類似スポット推薦システムを構築した．また，

（2）（3）にまたがる研究として，Ikeda ら（2014）

は個人の嗜好情報と観光スポットの類似度に基づい

て観光スポットを推薦するソーシャルレコメンド

GIS を構築した． 

以上の先行研究と比較して，本研究では，次の 2

つの機能を構築し，（1）で紹介した UGC の一種で

ある利用者投稿型の観光 Web メディアに投稿され

た口コミを効果的に利活用する点において独創性を

示す．1 つ目の機能は，口コミに付与された訪問日

のデータを基に作成する観光混雑度をGISのデジタ

ル地図上に可視表示する機能である．2 つ目の機能

は，口コミ本文に含まれる語を観光スポットの特徴

を表すカテゴリーに分類して，これらの出現頻度を

基に観光スポットの特徴量を算出し，活用する観光

スポット推薦機能である．本研究で構築するシステ

ムでは，これらの 2 つの機能を用いて利用者の分散

型旅行を促すことが可能になる． 

 

３．システム設計 

3.1 システムの概要 

本研究のシステムは，図 1 に示すように，SNS・

Web-GIS・推薦システムから構成される．本システム

の目的は，GIS を活用した観光混雑度可視表示機能，

観光スポット推薦機能の 2 つの機能を特に用いて，

時間的・空間的に利用者の分散型旅行を促すことで

ある．観光の時間的な分散を促すために，月別に観

光混雑度を町丁目ごとに色分けしてデジタル地図上

に表示することで，利用者が望ましい訪問時期を考

慮することができる．観光の空間的な分散を促すた

めに，口コミ本文を分析して算出した特徴量を用い

た知識ベース型推薦による観光スポット推薦を行う

ことで，利用者の訪問目的に最適な観光スポットを

提示し，単に人気観光スポットを周遊するような観

光を軽減する．また，SNS によって，新規観光スポ

ット情報の投稿や，既存観光スポットへのコメント

の投稿を行うことができるため，本システムを長期

運用することにより，観光スポット情報の収集・蓄

積も期待することができる． 

 

 

図 1 システムの設計図 
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3.2 本システムの有用性 

本システムの有用性は以下の 3 点である． 

(1) 実際に訪問した観光客数に基づいて観光地の混

雑度を提供することができる点 

観光 Web メディアに投稿された口コミから抽出

した訪問日のデータを基に観光地の混雑度を推定し

ているため，実際に観光スポットに訪れた人々の数

を反映した混雑度を提供することができる．これに

よって，利用者は混雑度を参考に観光計画を立てる

ことが可能となり，混雑時期を避けた観光を促すこ

とが期待できる． 

(2) 評価や人気度の高低に左右されない観光スポッ

トを推薦できる点 

本システムでは，観光 Web メディアに投稿された

口コミの本文から抽出した語を基に観光スポットの

特徴量を設定する．そのため，観光 Web メディアに

おいて評価指標として用いられる星の数や，これら

の多少によるランキングなどのように，人気の観光

スポットがより注目を集めやすい評価指標とは異な

る観点からの推薦が可能となる．このことにより，

利用者にとって認知度は低いが，利用者の嗜好や目

的に合致するような新規性のある観光スポットの推

薦をすることができ，人気観光スポット以外の観光

スポットへの訪問を促すことが期待できる． 

(3) 各利用者の嗜好や目的に合った観光スポットを

推薦できる点 

本システムでは，知識ベース型推薦を採用した推

薦システムを実装している．そのため，利用者は推

薦を受ける際には，観光スポットに求める条件や嗜

好情報の入力のみで推薦を受けることができ，個人

の嗜好や目的に合った観光スポットの推薦が可能で

ある．また，推薦を行う際に用いる観光スポットの

特徴は，観光 Web メディアに投稿された口コミから

抽出するため，利用者視点での条件や嗜好を反映し

た推薦を行うことができる． 

 

3.3 各機能の設計 

3.3.1 SNS の設計 

本システムでは，独自の SNS を設計する．この

SNS の主な機能は，観光スポット情報の投稿，観光

スポットのお気に入り登録である．観光スポット情

報の投稿機能では，各観光スポットに対するコメン

トや，新規観光スポット情報を投稿することができ

る．また，観光スポットのお気に入り登録機能によ

り，マイページで登録した観光スポットのみを表示

したデジタル地図を閲覧することができる． 

 

3.3.2 Web-GIS の設計 

(1) 使用ソフトウェア 

Web-GIS には様々な種類があるが，システムの利

便性を考慮し，ソフトウェアのインストールの必要

がなく，Web サイトにアクセスが利用できるものと

して，本システムでは，推薦された観光スポットの

位置表示に，ESRI 社が提供する ArcGIS API for 

JavaScript を用いる．また，観光スポットを推薦する

範囲の表示や，詳細ページにおける観光スポットの

位置の表示に，JavaScript のオープンソース地図ライ

ブラリ Leaflet を用いる． 

 

(2) 観光混雑度 

本システムの Web-GIS では，観光 Web メディア

から収集した口コミに付与された訪問日のデータを

基に，町丁目ごとに観光地における各月の観光混雑

度を表示する．口コミの収集元の観光 Web メディア

として，じゃらん，4travel，トリップアドバイザーを

選定した．口コミを用いた理由は，口コミは実際に

その観光スポットを訪問した観光客が投稿している

ため，観光目的で観光スポットを訪問した人々の数

に基づいた混雑度を推定できることである． 

観光混雑度の推定では，まず観光スポットの位置

と運用対象地域の町丁目の境界のレイヤを重ね合わ

せ，町丁目ごとに月ごとの訪問数を集計する．次に

町丁目ごとの年間の訪問数に対する各月の訪問数の

割合を算出し，観光混雑度とする．町丁目単位で観

光混雑度を推定する理由について，運用対象地域内

の月ごとの混雑度の変化を高い精度で反映できるこ

とがあげられる．観光スポット単位で混雑度を推定

した場合，観光スポットの密集する地域が年間を通

して高い値となってしまい，観光混雑度の月ごとの

変化を適切に反映することができない．そこで，本
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システムでは，観光混雑度を色の違いによって区別

して表示することで，観光混雑度の違いを直観的に

把握できるようにする．観光混雑度の高い順から紫，

赤紫，赤，橙，黄，薄橙で配色する． 

 

3.3.3 推薦システムの設計 

(1) 観光スポットの特徴量の設定 

本システムの推薦システムの実装にあたって，観

光スポットごとに特徴量を設定した．以下にその手

順を示す． 

(1) 観光Webメディアに投稿された口コミを観光ス

ポットごとに収集する． 

(2) 全ての口コミに対して MeCab を用いて形態素

解析を行い，抽出した単語を基に，カテゴリー

ごとの辞書を作成する． 

(3) 観光スポットごとにまとめた口コミ一覧に含ま

れる単語と，（2）で作成した辞書の各単語との

マッチングを行い，各カテゴリーに該当する単

語の出現頻度を算出し，それらを特徴量として

設定する． 

 

(2) 推薦アルゴリズム 

本システムの推薦システムは知識ベース型推薦を

用いて実装する．本機能では，まず利用者に対して

観光スポットに求める条件を記した項目について

1~10 の 10 段階で重要視する程度を入力していただ

く．入力された情報を基に利用者のプロファイルを

作成し，利用者の特徴ベクトルとする．また，前項

の手順で作成，設定した観光スポットの特徴量から，

観光スポットの特徴ベクトルを作成する．利用者の

特徴ベクトルと観光スポットの特徴ベクトルを基に，

式（1）より類似度を算出し，類似度の高い順に観光

スポットを推薦する． 

𝑆𝑖𝑚𝑖 =
∑ 𝑈𝑗 × 𝑆𝑖𝑗
𝑛
𝑗=1

√∑ (𝑈𝑗)
2𝑛

𝑗=1 × √∑ (𝑆𝑖𝑗)
2𝑛

𝑗=1

…(1) 

𝑆𝑖𝑚𝑖：類似度 

𝑈𝑗：利用者𝑈における項目𝑗に対する重要度 

𝑆𝑖𝑗：観光スポット𝑖のカテゴリー𝑗の特徴量 

 

４．システムの構築 

4.1 フロントエンド 

フロントエンドでは，以下の機能を実装した． 

 

4.1.1 観光スポット情報の閲覧機能 

デジタル地図またはリスト表示によって表示され

た登録観光スポット一覧より，各観光スポットの詳

細ページへと遷移することができる．詳細ページで

は，観光スポットのカテゴリーや住所，休日，駐車

場などの詳細情報に加えて，観光スポットの位置を

表示するデジタル地図，観光スポットの各月におけ

る訪問数の分布も閲覧することができる．また，詳

細ページでは，その観光スポットに対するコメント

の投稿が可能であり，利用者によって投稿されたコ

メントの閲覧も可能である． 

 

4.1.2 観光スポット情報の投稿機能 

観光スポット投稿用のデジタル地図より，新規の

観光スポットを投稿することができる．デジタル地

図上をクリックするか，携帯情報端末の全地球測位

システム（Global Positioning System: GPS）で現在地

情報を取得することにより，任意の地点に観光スポ

ットを登録することができる．また，この時には，

すでに登録されている観光スポットはデジタル地図

に表示し，観光スポットの 2 重登録を防止する． 

 

4.1.3 観光混雑度表示機能 

図 2 に示す観光混雑度表示マップより，観光地の

観光混雑度を確認することができる．観光混雑度表

示マップでは，町丁目単位で観光混雑度の高い順か

ら濃い色で着色されており，1～12 月の任意の月に

おける観光混雑度を切り替えて表示することができ

る．また，登録されている観光スポット，飲食店も

同時に表示されており，これらも任意で表示・非表

示を切り替えることができる． 

 

 

 

 

 



5 

 

4.1.4 観光スポット推薦機能 

観光スポットの推薦を受ける画面を図 3 に示す．

「カテゴリーを選択」ボタンによって，任意のカテ

ゴリーに絞って推薦を受けることができる．観光ス

ポットに求める条件を記した各項目について 10 段

階（1：重視しない～10：重視する）で評価し，観光

スポットの推薦結果を表示する範囲を「中心位置」

「中心からの距離」で選択し，推薦結果を表示する

最大値を 10 または 20 で選択した後，送信すること

で推薦結果表示ページへと遷移する． 

図 4 に示す推薦結果表示ページでは，推薦された

観光スポットのリストと位置を示すデジタル地図が

表示される．地図上のマーカーはカテゴリー別に色

分けがされており，マーカーを押すことで表示され

るポップアップ表示では，観光スポット情報の閲覧

ができるほか，観光スポットの詳細ページへ遷移す

ることができる．また，観光混雑度と重ね合わせた

表示も任意で行うことができる． 

 

  

図 2 観光混雑度表示マップ 

 

図 3 推薦条件入力画面 
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4.2 バックエンド 

バックエンドでは，観光スポット推薦機能に関す

る処理として，以下の処理を実装した． 

(1) 利用者のプロファイルを作成する処理 

利用者が観光スポットに求める条件の項目に対し

て入力した 10 段階の重要度を基に，利用者のプロ

ファイルを作成する． 

(2) 推薦条件に合った観光スポットをデータベース

から抽出する処理 

推薦条件入力画面において，利用者が入力したカ

テゴリーや，中心位置・中心からの距離を基に，推

薦対象となる観光スポットをデータベースから抽出

する． 

(3) 類似度の算出をする処理 

処理(1)で作成した利用者のプロファイルと，処理

(2)で絞り込んだ観光スポットの特徴量を基に，類似

度の算出を行う． 

 

4.3 インタフェース 

本システムでは，PC と携帯情報端末の両方に向

けたインタフェースをぞれぞれ用意している． 

 

 

 

 

５．運用対象地域の選定 

本システムの運用対象地域として，神奈川県鎌倉

市を選定した．選定理由は以下の 2 点である． 

(1) 観光客の流入が多く，混雑問題が生じている点 

神奈川県鎌倉市は，国内観光客のリピータの多さ

やインバンド観光客の増加に伴い，観光ごみの増加，

マナーの悪化，混雑などのオーバーツーリズムに関

連する問題が発生している．そのため，第 3 期鎌倉

市観光基本計画（2016）において，今度取り組む重

点施策として交通渋滞や町中の混雑への対策を掲げ，

歩く観光などをはじめとした分散型観光を推進して

いる． 

(2) 一部観光スポットへの観光客の集中が顕著であ

る点 

神奈川県鎌倉市は，人気の観光スポットとして知

られている観光スポットは限られており，これらの

観光スポットの訪問を目的とする観光客が多く，こ

のことが混雑の要因の 1 つとなっている．一方で神

奈川県鎌倉市は，歴史のある建造物に加えて，観光

客向けの小売店や飲食店も多く存在しているため，

大衆の認知度は低いものの，魅力のある観光スポッ

トも多数存在しており，これらの観光スポットを推

薦によって利用者に提供することで，単に人気の観

光スポットを周遊するような観光を軽減できると考

図 4 推薦結果表示ページ 
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えられる． 

本システムには鎌倉市内にある観光スポット、飲

食店のうち 256 ヶ所を運用前に登録した．このこと

により，観光スポット推薦機能での Cold-Start 問題

の発生を防ぐことができる．また，3.3.2 項で紹介し

た観光 Web メディアからこれらの観光スポットに

ついて 30,357 件の口コミを収集し，各観光スポット

の特徴量を設定した． 

 

６．まとめと今後の研究計画 

本研究では観光客の分散型旅行を促すために，

GIS を活用して観光混雑度を視認可能な形で提供す

る機能と，推薦システムを活用して利用者の観光の

分散を誘導する機能の 2 つの機能を主とした観光支

援システムを設計・構築した．今後は，試験運用を

行って本システムの改善・改良をした後，11 月をめ

どに運用対象地域内外の 10 歳以上の人々を対象と

して運用する予定である．運用後は，利用者に対し

てのアンケート調査と，本システムのアクセスログ

解析によって，本システムを評価する． 
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